
校長室より⑨   ～「謹賀新年」～ 

 

○今回もこうして皆様に富士宮西高等学校のホームページを御覧いただくことができました。 

誠にありがとうございます。 

12 月 25 日に行われました「第 44回全国高等学校弓道選抜大会」男子団体の部におきまして、

本校弓道部が「初出場初優勝」という快挙を達成することができました。尚、報道によります

と県勢の優勝は 35大会ぶりということです。皆様からの温かいご声援、誠にありがとうござい

ました（感謝）。 

〇令和８年を迎えました。 

 ３年生は個々の目標達成に向けて、まさに追い込み期を迎えております。寸暇を惜しんで努力

を重ねる。そうした３年生を見守る１，２年生、そして先生方。チーム西高、皆で３年生を応

援しております。 

１，２年生にとりましては、３学期スタート早々ではありますが、２月末の学年末試験まで、

週数たったの「７」。苦手克服のヒントはきっと、君らの身の周りにあるはずです。例えば、予

復習の進め方、授業ノートの取り方、まとめ方。周りの友のやり方を参考に、これまでのやり

方に「少し」アレンジを加えてみる。試してみる、やってみる。やってみたらできた…。そう

した経験は決して珍しくはありません。小さな「変化」が大きなきっかけになり得る。西高生

の君らには、そうした「チャレンジ」を大切にしてほしい。 

「より良きを求めて、何かを変える、やってみる。」 

令和８年、富士宮西高校の挑戦はまだまだ続きます！ 

 

〇生徒昇降口「掲示板」を見てみると…  

そこには「メッセージ」の書かれた、たくさんの「桜カード」が所狭しと貼られています。 

 タイトルは「希望の道を切り拓け！！」。生徒会の掲示企画です。 

１、２年生から受験に臨む３年生への応援メッセージが、1枚 1枚の「桜」には書き記されて

おります。３年生にとって、これは心強い。それぞれの部活動で、あるいは学校行事等々で、

様々な場面でやりとりをしてきた後輩たちからの温かいエール。思いが込められた大切な

「桜」の花々なのです。  少し紹介させていただきましょう。 

 

  ・受験、頑張ってください。先輩の夢が叶うことを祈っています。 

  ・先輩へ。今までの努力を信じて、頑張ってください。 

  ・寒い季節です。体調を崩しやすいので体調には気を付けてください。応援しています。 

  ・いつも努力を惜しまない、先輩方の姿。とても素敵です。努力が実ることを心から願って

います。 

 



〇簡単には届かない、そうした目標を掲げて、時間をかけて「準備」をする。その日（受験当

日）までに、果たして間に合うのか否か、全くもって分からないまま、それでも「準備」を重

ねていく。一週間、一か月、三か月、半年、そして、一年、一年半、二年と…。調子の波は誰

にもあって、その時その時の「自分」との付き合い方を考えながら（工夫しながら）、ここまで

の道のりを歩いてきた３年生です。 

思うように結果が出ない、まるで力がついている実感がない、それでもあきらめずにここまで

来た君ら、３年生。途中で挫折に負けそうになった、あきらめようと何度も思った、そんな人

もきっとおられることでしょう。 

もしかしたら、目標を持てば持つほど、理想を掲げれば掲げるほど、我々は皆、いろいろな形

で「試される」のかもしれません。何度も負けそうになった、そういう君は、それほど真剣に

チャレンジを続けてきた、あるいは力を付けたいと願ったから、なのかもしれません。 

 

一方で私は、ここまでのプロセスなど、もはや気にしなくてもいい、そんな思いもあります。

１月を迎えた君らです。うまく準備ができた部分と、まだまだ準備の足りない部分と、その両

方とも、ひっくるめて、ここから「最後の仕上げ」を加え、思う存分、挑戦してきたらいいの

です。 「運命に体当たり」してきたらいいのです。 

  

「自分の準備は決して理想どおりではなかったかもしれない。充分ではなかったかもしれな

い。けれども、自分なりに時間をかけて準備はしてきたつもりだ。できる範囲でやってきたつ

もりだ。 これで出される結果に、全くもって悔いはない！」 

例えばこんな気持ちで、受験日当日、出かけてみたらどうだろうか？ 

他でもない、40年前。３月４日の２次試験に臨んだ時の、これが当時の私の心境です。 

 

〇西高生、そして全国の受験生へ。私から「桜カード」を贈ります。 

挑戦させていただけることに「感謝」しつつ、最後の仕上げを。負けるなや、自分自身に！ 

 

〇富士宮市内 公立高等学校 ４校連携（ご報告） 

 昨年７月の新聞報道以来、少しずつ動き始めました。先生方の間では、秋以降、各校の担当者

による「分科会」が行われ、例えば探究活動、部活動、課外活動に学校行事、どんな協力がで

きるだろうか…。そんな検討が始まっております。各校の先生方が、学校の枠を超えて、思い

や意見を述べ合うことができる、そうした貴重な機会に恵まれました。 

12 月には初の「生徒会代表者ミーティング」が、富士宮北高校を会場に行われました。 西高

代表諸君の活躍ぶり。係の先生、他校の先生方から伺っております。嬉しいですね、さすがで

す。令和８年度、いろいろなアイディアが交わされる中から、どんな形になっていくのか、今

から楽しみです。君らの協力、大いに期待をしています！ 

 

校長  鈴木邦浩（令和８年 新年を迎えて） 


